マイクロソフト ソフトウェア使用許諾契約書
MICROSOFT SQL SERVER 2000 DESKTOP ENGINE 再頒布可能コード
重要 - 以下の契約書を注意してお読みください 本使用許諾契約書 (以下「本契約書」といいます) は、本契約書が添付された上記のマイクロソフトのソフトウェア (以下「本ソフトウェア」といいます) に関してお客様と Microsoft Corporation (以下「マイクロソフト」といいます) との間に締結される法的な契約書です。本ソフトウェアには、コンピュータ ソフトウェアが含まれ、それに関連した媒体、印刷物 （マニュアルなどの文書）、オンライン文書または電子文書が含まれる場合があります。本ソフトウェアをインストール、複製、または使用することによって、お客様は本契約書の条項に拘束されることに同意されたものとします。これらの条項に同意されない場合、本ソフトウェアのインストール、コピー、または使用を行うことはできません。 

ソフトウェア ライセンス
1.
ライセンスの許諾 マイクロソフトは、お客様が本契約書のすべての条項を遵守することを条件として、お客様に対し以下の権利を許諾します。 

1.1
ライセンスの一般許諾 マイクロソフトはお客様に対して、本ソフトウェアをインストールして使用する限定的、非独占的かつ無償の権利を許諾します。 

1.2
ドキュメント お客様は、いかなるドキュメントのコピーも数に制限なく作成して使用することができます。ただし、かかるコピーが個人的な目的でのみ使用され、お客様の組織外で再発行または頒布されない場合 (ハードコピーであると電子形態であるとを問いません) に限ります。
2.
追加のライセンス権利 再頒布可能コード 第 1 条で許諾された権利に加えて、本第 2 条で規定される本ソフトウェアの一部では、お客様に対して追加の権利が許諾されます。この追加の権利は、お客様が第 3 条 で規定される再頒布の条件およびライセンスの制限に従うことを条件として与えられるものです。マイクロソフトはお客様に対して、本ソフトウェアのうち REDIST.TXT ファイルに記載された部分のオブジェクト コード (以下「再頒布可能コード」といいます) を複製して頒布する非独占的かつ無償の権利を許諾します。本サンプル コードに適用される一般再頒布条件については、第 3.1 条をご参照ください。
3.
ライセンスの制限 再頒布の条件 第 2 条に定めるお客様の権利を行使する場合、お客様による再頒布は次の条件を厳守することを条件とします。 

3.1
(a) お客様が正規に、第 2 条の規定に従って再頒布可能コード (以下総称して「再頒布可能物」といいます) を再頒布する場合、お客様は以下のことに同意されるものとします。(i) お客様によって開発された、本ソフトウェアに重要かつ主要な機能を追加するソフトウェア アプリケーション製品 (以下「お客様のソフトウェア」といいます) とともに、またはその一部としてのみ、再頒布可能物をオブジェクト コード形式で頒布することができます。(ii) 再頒布可能物は Microsoft Windows プラットフォームでのみ動作させることができます。(iii) お客様のソフトウェアを販売する場合は、本契約書の条項と同等以上にマイクロソフトを保護する条項を含む使用許諾契約書 (開封による同意、クリックによる同意、または署名による同意の形式のいずれか) に従って本ソフトウェアを含むお客様のソフトウェアを頒布するものとします。(iv) お客様のソフトウェアを販売する際に、マイクロソフトの名称、ロゴ、または商標を使用しないものとします。(v) 本ソフトウェアに関するマイクロソフトの著作権を保護するのに必要なお客様名義の有効な著作権表示を付すものとします。(vi) お客様に提供された時点の本ソフトウェアに付されている著作権、商標、または特許権の表示を削除または隠蔽しないものとします。(vii) お客様のアプリケーションの使用または頒布によって生じたあらゆる紛争または訴訟に対して、弁護士費用を含めて、マイクロソフトを免責、保護、補償するものとします。(viii) お客様は本契約書のその他の条項を遵守するものとします。および (ix) お客様は明示的に許諾されないすべての権利はマイクロソフトが留保することを承諾されるものとします。 

また、お客様はお客様のエンド ユーザーによる再頒布可能物の再頒布を許可しないことに同意されるものとします。ただし、お客様のソフトウェアの頒布者が、お客様のソフトウェアと共に、またはその一部としてのみ再頒布可能物を頒布する場合は、お客様および頒布者が本契約書の他のすべての条項を遵守することを条件として、そのような頒布者がお客様のエンド ユーザーに再頒布可能物を再頒布することを許可できます。 

3.2
お客様が再頒布可能物を使用する場合、かかる再頒布可能物に適用される再頒布条件を遵守することに加えて、以下の規定も追加で適用されます。再頒布可能物に関するお客様の使用許諾は、(i) 指定ソフトウェアを再頒布可能物またはその二次的著作物に組み込まないこと、また、指定ソフトウェアを再頒布可能物またはその二次的著作物と一体化しないこと、(ii) 指定ソフトウェアを再頒布可能物またはその二次的著作物と共に頒布しないこと、および (iii) 指定ソフトウェアを再頒布可能物の二次的著作物の開発に使用しないことを条件とします。「指定ソフトウェア」とは、以下の条件を直接的または間接的に行いライセンスを取得したソフトウェアを意味します。 (A) 再頒布可能物もしくはその派生製品についてマイクロソフトに対する義務を課す、あるいは課す意図を示し、または (B) 再頒布可能物もしくはその派生製品に対する、マイクロソフトの知的財産権およびその他の財産権に基づく権利を、第三者に対して許諾、もしくは許諾することを意図するものを指します。指定ソフトウェアは、ソフトウェアの使用、改変または頒布の条件として、かかるソフトウェアに組み込まれている、それから派生している、もしくはそれと共に頒布されているその他のソフトウェアが (1) ソースコードで公開もしくは頒布されている、(2) 二次的著作物を作成するために許諾されている、または (3) 無償で再頒布できるソフトウェアを含みますが、それらに限定されません。
4.
権利および所有権の留保 マイクロソフトは、本契約書によってお客様に明示的に許諾されていない権利をすべて留保します。本ソフトウェアは、著作権およびその他の知的財産権に関する法律および条約によって保護されています。マイクロソフトまたはその供給者は、本ソフトウェアに対する権原、著作権、およびその他の知的財産権を有します。本ソフトウェアは許諾されるものであり、販売されるものではありません。
5.
リバース エンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブルの制限 お客様は、本ソフトウェアをリバース エンジニアリング、逆コンパイル、または逆アセンブルすることはできません。
6.
レンタル/商用ホスティングの禁止 お客様は本ソフトウェアをレンタル、リースまたは貸与したり、本ソフトウェアを使用して商業的ホスティング サービスを提供することはできません。
7.
製品サポート サービス/データ使用に関する承諾 マイクロソフトはお客様に、本ソフトウェアに関するサポート サービスを提供する場合があります。サポート サービスについては、ユーザー マニュアル、オンラインド キュメント、マイクロソフトのサポート サイト、またはマイクロソフト提供の印刷物などに記載されているマイクロソフトのポリシーおよびプログラムに従ってご利用になれます。サポート サービスの一部としてマイクロソフトからお客様に提供されたソフトウェアは、別の条項が付属していない限り、本契約書が適用されます。明示的に規定されている場合を除き、本契約書は、マイクロソフトがサポート サービスを提供すること、またはサポート サービスの一部としてソフトウェアを提供することを義務として規定するものではありません。お客様は、マイクロソフトおよびその関連会社が本ソフトウェアに関してサポート サービスを提供する場合、その一環として技術情報を収集、使用することがあることに同意するものとします。マイクロソフトは製品の向上のため、またはお客様にカスタマイズされたサービスや技術を提供するためにのみ、かかる技術情報を使用できるものとします。この情報がお客様個人を特定できる形で公開されることはありません。 

8.
追加のソフトウェア/サービス 本ソフトウェアの最初のコピーをお客様が入手した日付以降にマイクロソフトからお客様に提供されるか、または利用可能になるアップデート、機能追加、アドオン コンポーネント、またはインターネット ベースのサービス コンポーネントに対しては、それらに他の条項が付属していない限り、本契約書が適用されます。マイクロソフトは、本ソフトウェアの使用を通じてお客様に提供、またはお客様に公開しているインターネット ベースのあらゆるサービスを中止できる権利を留保します。 

9.
輸出規制 お客様は、本ソフトウェアがアメリカ合衆国および日本国の輸出に関する規制の対象となることを了承するものとします。お客様は、本ソフトウェアに適用される一切の国際法および国内法 (アメリカ合衆国の輸出管理規則、アメリカ合衆国、日本国およびその他の政府機関が定めるエンドユーザー、エンドユーザーによる使用および輸出対象国に関する規制を含みます) に従うことに同意するものとします。詳細については、<http://www.microsoft.com/japan/exporting/> をご覧ください。
10.
ソフトウェアの譲渡 本ソフトウェアの最初のユーザーは、本契約書および本ソフトウェアを一度に限って恒久的に別のエンド ユーザーに譲渡することができます。ただしその場合、最初のユーザーは、本ソフトウェアを消去しなければならず、本ソフトウェアの複製物 (オリジナルの媒体を含みます) を保持することはできません。委託販売その他の間接的な譲渡をすることはできません。本ソフトウェアを譲渡する前に、本ソフトウェアの譲受人は本契約書のすべての条項に同意しなければなりません。
11.
契約の終了 お客様が本契約書に違反した場合、マイクロソフトは、他の権利を害することなく、本契約書を終了することができます。その場合、お客様は本ソフトウェアの複製物およびその構成部分をすべて破棄しなければなりません。
12.
免責 マイクロソフトおよびその供給者は、本ソフトウェアおよびサポート サービス（該当する場合）を何等保証もない現状有姿のまま瑕疵を問わない条件で提供しています。そのため、法律上許容される最大限において、本ソフトウェアまたは本ソフトウェアの使用により生じた事態の一切およびサポートまたは本ソフトウェアを通じたその他のサービス、情報、ソフトウェア、および関連コンテンツの提供若しくは提供不能に関するその他のいかなる保証および条件 (商品性、特定目的に対する適合性、信頼性または可用性、応答の的確性、使用結果、職人的努力の存在、ウィルスの不存在、過失の不存在についての黙示の保証、義務または条件を含みますがこれらに限定されません) も、明示、黙示、または法律上のものであるかを問わず一切いたしません。また、本ソフトウェアに関する権原、平穏享有、平穏占有、表示との一致または権利侵害の不存在についての保証または条件についても同様です。本ソフトウェアおよびサポート サービスの使用もしくは機能から生じるすべての危険は、お客様が負担しなければなりません。
13.
付随的、派生的、またはその他の損害に関する免責 法律上許容される最大限において、マイクロソフトおよびその供給者は、本ソフトウェア製品の使用または使用不能、本ソフトウェア製品を通じたもしくは本ソフトウェア製品の使用から生じるサポートやその他のサービス、情報、ソフトウェア、関連コンテンツの提供もしくは提供不能、または本契約書の条項に関して特別損害、付随的損害、懲罰的損害、間接損害、派生的損害、またはその他一切の損害 (逸失利益、機密情報もしくはその他の情報の喪失、事業の中断、人身障害、プライバシーの喪失、誠実義務または合理的な注意義務を含めた義務の不履行、過失、またはその他の金銭的損失を含みますがこれらに限定されません) に関して、マイクロソフトまたなその供給者の落ち度、不法行為（過失を含む）、不実表示、無過失責任、契約違反または保証違反の場合であっても、一切責任を負いません。 たとえ、マイクロソフトまたはその供給者がこのような損害の可能性について知らされていた場合でも同様です。 

14.
責任および救済手段の制限 いかなる理由において生じる損害 (上記のすべての損害およびすべての直接損害または通常損害を含みますがこれらに限定されません) にもかかわらず、本契約書に基づくマイクロソフトおよびその供給者の責任およびお客様の唯一の救済手段は、合理的な信頼に基づくお客様の実際の損害額 (本ソフトウェアについてお客様が実際に支払った金額を上限とします) または 700 円のいずれか高い額に限定されます。上記の責任制限および免責条項は、たとえいかなる救済手段がその実質的な目的を達成しない場合においても、法律上許容される最大限において適用されるものとします。
15.
準拠法 本契約書は、日本国法に準拠するものとします。
16.
完全合意、分離可能性 本契約書 (本ソフトウェアに付属する本契約書への追加条項または修正条項を含みます) は、本ソフトウェアならびにサポート サービス（該当する場合）についてのお客様とマイクロソフトとの間の完全なる合意であり、本ソフトウェア、または本契約書が適用されるその他の内容に関してのすべての以前の口頭または書面による意思表示、提案、表明よりも優先して適用されます。サポート サービスに関するマイクロソフトのポリシーまたはプログラムに定められた条項と本契約書の条項との間に不一致がある場合、本契約書の条項が優先して適用されるものとします。本契約書の一部の条項が無効となったり、法的な強制力を失ったり、あるいは非合法と判断された場合でも、その他の条項には影響を与えることなく完全に有効性が保たれるものとします。
